[bookmark: _Toc326860962][bookmark: _Toc326861155][bookmark: _GoBack]






観光地のバリアフリー評価マニュアル













2018年3月

国土交通省総合政策局安心生活政策課











目　次
I.	はじめに	1
１.	評価にあたって	1
（１）背景等	1
（２）評価の基本姿勢	1
２.	評価ツールの利用目的と評価主体	2
３.	本マニュアルの使い方	3
４.	本マニュアルの構成	3
II.	評価項目に関する説明	4
１.	駐車場	4
（１）障害者用駐車場の有無	4
（２）駐車場から入口までの案内図の有無	5
（３）駐車場から入口までの外国語案内の有無	5
２.	出入口・通路	6
（１）出入口・通路の段差解消	6
（２）通路上の梁や柱など危険個所の有無と注意喚起	7
（３）施設内の配置図の有無	7
（４）施設内の外国語案内の有無	8
３.	階段	9
（１）手すりの点字案内の有無	9
４.	スロープ	10
（１）車いすの通行可否（勾配、幅員、折り返し）	10
５.	エスカレーター	11
（１）音声案内の有無	11
６.	エレベーター	12
（１）車いすが無理なく入ることができる大きさ、車いすに配慮された操作盤	12
（２）行先階等の表示の有無	13
（３）行先階等の音声案内の有無	14
（４）行先階等の外国語案内の有無	15
（５）操作盤の点字表記の有無	16
（６）操作盤の外国語表記の有無	17
７.	トイレ	18
（１）多機能トイレの有無	18
（２）トイレ内配置の触知図の有無	19
（３）乳幼児連れ利用者に配慮した設備（ベビーベッド、ベビーチェア等）の有無			20
８.	施設、展示場等の案内	21
（１）車いす使用者の方が楽しめる施設・展示上の工夫の有無	21
（２）聴覚情報（イヤホンガイド、アナウンス、音案内など）の有無	21
（３）触る展示	22
（４）文字情報の充実・わかりやすさ	23
（５）外国語表記の充実	24
（６）外国語聴覚情報（イヤホンガイド、アナウンスなど）の有無	25
９.	飲食スペース	25
（１）車いす使用者の着席配慮の有無	25
１０.	メニュー	26
（１）多言語表記の有無	26
（２）写真の有無	28
（３）ハラル対応の有無	29
（４）アレルギー対応の有無	29
１１.	客室	30
（１）車いすで利用できる入口幅、客室内スペース、トイレ・浴室設備	30
（２）視覚障害者のための客室内設備配置や操作方法の案内（音声案内、点字案内等）の有無	32
（３）緊急時の聴覚障害者対応（フラッシュライト等）の有無	33
１２.	人的対応	34
（１）	車いす使用者受入の実績	34
（２）	車いす使用者受入体制の有無	34
（３）	車いす使用者対応の研修実施の有無	35
（４）	視覚障害者受入の実績	35
（５）	視覚障害者受入体制の有無	36
（６）	視覚障害者対応の研修実施の有無	37
（７）	聴覚障害者受入の実績	37
（８）	聴覚障害者受入体制の有無	38
（９）	聴覚障害者対応の研修実施の有無	38
（１０）聴覚障害者対応として手話ができる施設職員等の有無	39
（１１）外国人受入の実績	40
（１２）外国人受入体制の有無	40
（１３）外国人対応の研修実施の有無	41
（１４）外国人対応として外国語ができる施設職員等の有無	42
（１５）その他の障害者受入の実績	42
（１６）その他の障害者受入体制の有無	43
１３.	案内カウンター	43
（１）	車いすの高さからの視線を考慮した対応	43
（２）	車いす貸し出しの有無	44
（３）	聴覚情報（イヤホンガイド、アナウンス、音声案内など）の有無	45
（４）	文字情報の充実・わかりやすさ	46
（５）	手話通訳、筆談の有無	46
（６）	外国語表記の有無	47
（７）	外国語聴覚情報（イヤホンガイド、アナウンスなど）の有無	47
１４.	観光案内所におけるパンフレット	48
（１）	バリアフリーマップの有無	48
（２）	点字パンフレットの有無	49
（３）	外国語パンフレットの有無	50
１５.	空港、幹線鉄道駅における対応	51
（１）	駅の中の段差解消（EV、スロープ）	51
（２）	車いすで移動可能な交通機関案内の有無	52
（３）	視覚障害者への交通機関案内の有無（点字ブロック、音声案内等）	53
（４）	聴覚障害者への緊急時情報提供の有無（表示装置等）	54
（５）	外国語による交通機関案内の有無	55
（６）	多機能トイレの有無	56
１６.	空港、幹線鉄道駅から地域への公共交通アクセス	57
（１）	車いすで移動可能な公共交通機関の有無	57
（２）	車両等における車いすスペースの十分な広さ	58
（３）	車両等内の音声案内の有無	59
（４）	車両等内の視覚表示案内の有無	60
（５）	車内の外国語表記、外国語音声案内の有無	61
１７.	最寄り駅までの対応	62
（１）	施設から駅までの車いす移動経路の案内の有無	62
（２）	施設から駅までの経路の視覚障害者への案内の有無（点字ブロック、音声案内等）		63
（３）	施設から駅までの経路の地図等の有無	64
（４）	施設から駅（交通機関の場合は「駅から各観光施設等」）までの経路の外国語による案内の有無	65
１８.	最寄り駅における対応	65
（１）	駅の中の段差解消（EV、スロープ）	65
（２）	駅から各観光施設等までの車いす移動経路の案内の有無	66
（３）	駅から各観光施設等までの経路の視覚障害者への案内の有無（点字ブロック、音声案内等）	67
（４）	駅から各観光施設等までの経路の地図等の有無	69
（５）	駅から各観光施設等までの経路の外国語による案内の有無	69
（６）	多機能トイレの有無	70
１９.	最寄りバス停までの対応	71
（１）	施設からバス停までの車いす移動経路の案内の有無	71
（２）	施設からバス停までの経路の視覚障害者への案内の有無（点字ブロック、音声案内等）	72
（３）	施設からバス停までの経路の地図等の有無	72
（４）	施設からバス停までの経路の外国語による案内の有無	73
２０.	最寄りバス停における対応	74
（１）	バス停から各観光施設等までの車いす移動経路の案内の有無	74
（２）	バス停から各観光施設等までの経路の視覚障害者への案内の有無（点字ブロック、音声案内等）	74
（３）	バス停から各観光施設等までの経路の地図等の有無	75
（４）	バス停から各観光施設等までの経路の外国語による案内の有無	76
２１.	最寄駅、最寄バス停から観光施設等への経路	76
（１）	車いすでの移動可能性（段差の有無等）	76
（２）	主要地点での音声案内の有無	77
（３）	主要地点の住所表示、地図等の有無	78
（４）	主要地点名や地図における多言語表記、外国語音声案内の有無	78
２２.	現地での情報発信	79
（１）	車いすで移動可能な経路・交通機関の情報	79
（２）	エリア内の多機能トイレの位置の情報	80
（３）	聴覚情報（イヤホンガイド、アナウンス、音案内など）の充実・わかりやすさ			81
（４）	危険個所の注意喚起情報	81
（５）	交通機関、観光施設、飲食施設、宿泊施設等の外国語表記・人的対応情報	82
（６）	バリアフリー情報を提供する組織・施設の有無（バリアフリーツアーセンター等）		83
２３.	事前の情報発信	84
（１）	パンフレット、冊子等を活用したバリアフリー情報発信の有無（日本語）	84
（２）	パンフレット、冊子等を活用したバリアフリー情報発信の有無（多言語）	85
（３）	インターネット、SNS等によるバリアフリー情報発信（日本語）	86
（４）	インターネット、SNS等によるバリアフリー情報発信（外国語）	86
（５）	施設のバリアフリーについて説明できる人の有無	87
２４.	連続した経路	88
（１）	車いすでの移動可能性・利便性（段差、急坂、砂利道等、障害の存在）	88
（２）	誘導用ブロックの連続性	88
２５.	連続した案内情報	89
（１）	音声案内の連続性	89
（２）	案内サインの連続性	90
（３）	外国語案内サインの連続性	91
２６.	エリア全体の案内	92
（１）	エリア全体のバリアフリーマップ	92
（２）	エリア全体の外国語マップ	93
２７.	情報発信	94
（１）	エリア全体のバリアフリー状況の共同発信	94
（２）	エリア全体の外国語による情報の共同発信	95
（３）	施設のバリアフリーについて説明できる人や組織の有無	96
２８.	アピールポイント（自由記述）	96








[bookmark: _Toc521500808]はじめに
[bookmark: _Toc521500809]評価にあたって
[bookmark: _Toc521500810]背景等
　障害者や高齢者等の来訪が見込まれる2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会開催に向け、全国展開を見据えつつ、世界に誇れる水準でユニバーサルデザイン化された公共施設・交通インフラを整備するとともに、心のバリアフリーを推進することにより、共生社会を実現する必要がある。
　また、東京オリンピック・パラリンピック競技大会を契機に多くの外国人観光客が日本各地の観光地を訪れることが予想されるが、様々な移動制約のある来訪者も増加する中で、観光地のバリアフリー化等を通じて、受入環境の持続的向上を図る必要がある。
　しかしながら、現状では各観光地でバリアフリー化がどの程度進められているのか把握できていない。また、観光地のバリアフリー情報提供のあり方も明確ではないことから、移動制約者が観光地のバリアフリー化状況及びバリアの存在を事前に知ったうえで、旅行先を選択することが困難な状況となっている。
　そこで、国土交通省では、平成27年度に観光地のバリアフリー化の評価について検討し、地方公共団体等が観光地エリア全体のバリアフリー状況を把握するためのバリアフリー評価ツール（以下、「評価ツール」という）を作成した。
　また、その翌年の平成28年度には、内閣官房の委託事業により当該評価ツールを用いたモデル評価が実施され、課題の洗い出し等が行われた。
　本年平成29年度は、これらの背景を踏まえて、評価ツールに沿って評価を行う際の考え方・方法等を身につけるためのマニュアルを整備する。

[bookmark: _Toc521500811]評価の基本姿勢
　評価ツールは、観光エリア内の各施設のバリアフリーの現状を把握するとともに、今後の改善に活かすことにより、エリア全体のバリアフリー化の底上げを図ることを目的としている。

評価を行うにあたっては、地域の関係機関等と障害者当事者とのネットワークの構築や実際に使用する人の視点を踏まえた評価が重要になることから、障害者当事者の参加を原則とする。

[bookmark: _Ref508804950][bookmark: _Toc521500812]評価ツールの利用目的と評価主体
　評価ツールは以下に示す利用を想定している。
	利用目的
	利用のイメージ
	評価主体

	観光エリアの自己評価
	観光エリア内の各施設のバリアフリー状況を把握し、今後の改善に活かす。
	観光エリアの地方公共団体、観光協会、障害者当事者等

	・旅行先選択のための事前情報

・観光地・個別施設のアピール
	提供された情報を基に、観光客が各地の観光エリアやその中の個別施設のバリア・バリアフリー状況を把握し、旅行の際の参考にする。旅行の際に事前に情報が得られることにより、家族など同行者を含めて、障害の程度や態様に応じ、安心して観光地を訪れることができる。
また、観光協会、旅行会社、ホテルや飲食店など個別施設の運営者など受入側にとっても、バリアやバリアフリーの状況を情報発信することを通じ観光客にアピールすることで集客につなげることができる。
なお、観光客にはできるだけ多くの情報を提供することが望ましく、最低限、本章に示した評価指標の情報を提供するとともに、補足説明用として写真（特に浴室、トイレ）等を提供することが望まれる。
	観光エリアの地方公共団体、観光協会、バリアフリーツアーセンターなどの民間機関、個別施設運営者、障害者当事者等

	個別施設の自己評価
	各個別施設の運営者が運営施設のバリアフリー状況を把握し、今後の改善に活かす。
	個別施設の運営主体、障害者当事者





[bookmark: _Toc521500813]本マニュアルの使い方
　本マニュアルは２に示した評価ツールを利用する際の評価項目、評価の考え方を整理したものである。
本評価ツールでは、ハード面での対応が不十分の場合でも人的に対応ができている場合を想定し、ハード面での対応ができているかを把握するとともに、人的対応についても評価する。

[bookmark: _Toc521500814]本マニュアルの構成
　本マニュアルは、以下の2章で構成される。
· 「Ⅰ.はじめに」では、評価ツールの利用目的と評価主体、本マニュアルの使い方、本マニュアルの構成について整理している。
· 「Ⅱ.評価項目に関する説明」では、各評価項目の説明、評価の考え方について整理している。

評価の際には「公共交通機関の旅客施設に関する移動等円滑化整備ガイドライン 旅客施設編・車両等編」を参考にすること。
http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/barrierfree/sosei_barrierfree_mn_000001.html

1

[bookmark: _Toc521500815]評価項目に関する説明
対象者、対象施設、評価項目の説明、評価の考え方について、評価項目ごとに整理する。

1. [bookmark: _Ref510532616][bookmark: _Ref510532619][bookmark: _Ref510532624][bookmark: _Toc521500816]駐車場
1. [bookmark: _Toc521500817]障害者用駐車場の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	①観光施設、②飲食施設、③宿泊施設、④観光案内所、⑤交通アクセス、⑥エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
障害者用駐車場は車いす利用者など移動が困難な方のための駐車場である。
[image: ]
出所）高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準　（平成28年度）

2 評価の考え方
· ハード面の整備
幅が3.5メートル以上で、かつ当該駐車場から出入口までの経路ができるだけ短くなる位置に設けられた障害者用駐車場があれば「○」、障害者用駐車場がなければ「×」とする。
　なお、当該施設に付随した駐車場がない場合は「×」とする。

[bookmark: _Toc521500818]駐車場から入口までの案内図の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
駐車場から施設入口までの経路を示したマップや案内図のことである。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
駐車場から施設入口までの案内図があれば「○」、なければ「×」とする。
ただし、駐車場から施設入口が目視で確認できるなど、案内図が必要ないと求められる場合（駐車場がそれほど広くない場合）は「○」とする。
なお、当該施設に付随した駐車場がない場合は「×」とする。

[bookmark: _Toc521500819]駐車場から入口までの外国語案内の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
駐車場から施設入口までの経路を示したマップで、説明が外国語で記載されているもののことである。
外国語は英語を基本として、中国語、韓国語、その他当該施設を訪れる観光客が多いと思われる国の言語等を選択し、追記することが望ましい。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
駐車場から施設入口までの案内図やマップで説明が外国語で記載（日本語と併記されているものを含む）があれば「○」、なければ「×」とする。
ただし、駐車場から施設入口が目視で確認できるなど、案内図が必要ないと求められる場合（駐車場がそれほど広くない場合）は、本評価項目は「○」とする。
なお、当該施設に付随した駐車場がない場合は「×」とする。

[bookmark: _Toc521500820]出入口・通路
1. [bookmark: _Toc521500821]出入口・通路の段差解消
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
施設の出入口や施設内の通路にある階段または段差のことである。

[image: ]　　[image: ]
出所）高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準　（平成28年度）

2 評価の考え方
· ハード面の整備
施設の出入口や施設内の通路に階段または段差がなければ「○」、あれば「×」とする。

· 人的な代替対応
[bookmark: _Hlk509176794]　施設の出入口や施設内の通路に階段または段差があっても、施設職員が車いすを押すこと、持ち上げて運ぶなど、介助することによって段差を乗り越えることが可能な場合は「◯」とする。

[bookmark: _Toc521500822]通路上の梁や柱など危険個所の有無と注意喚起
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
施設内および駐車場から施設内（施設所有の敷地内）までの通路にある、通行の妨げとなる梁や柱のことである。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
施設内等の通路上に梁や柱がない場合及び梁や柱がある場合でも、点字ブロックや音声案内等による注意喚起ができていれば「○」とする。施設内等の通路上に梁や柱があり、点字ブロック等で注意喚起ができていなければ「×」とする。

[bookmark: _Toc521500823]施設内の配置図の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携


1 評価項目の説明
施設内のトイレや非常口等の位置関係を示す配置図（マップ）のことである。
配置図の表示媒体は、壁等への掲示、パンフレット、デジタルサイネージ等がある。

観光施設
　
出所）高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準　（平成28年度）

2 評価の考え方
· ハード面の整備
配置図があれば「○」、なければ「×」とする。

[bookmark: _Toc521500824]施設内の外国語案内の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
施設内のトイレや非常口の位置関係を示す配置図（マップ）で説明が外国語で記載（日本語と併記されているものを含む）されているもののことである。
外国語は英語を基本として、中国語、韓国語、その他当該施設を訪れる観光客が多いと思われる国の言語等を選択し、追記することが望ましい。
配置図の表示媒体は、壁等への掲示、パンフレット、デジタルサイネージ等がある。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
外国語対応の配置図があれば「○」、なければ「×」とする。

[bookmark: _Toc521500825]階段
（1） [bookmark: _Toc521500826]手すりの点字案内の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
階段の手すりに付ける点字案内のことである。
[image: ]
出所）高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準　（平成28年度）

2 評価の考え方
· ハード面の整備
階段の手すりの水平部分に現在地及び上下階の情報を示す点字案内があれば「○」、なければ「×」とする。
なお、階段があり手すりがない場合は「×」とする。また、当該施設に階段が設置されていない場合は評価対象外とする。

[bookmark: _Toc521500827]スロープ
1. [bookmark: _Toc521500828]　車いすの通行可否（勾配、幅員、折り返し）
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
段差または階段付近に設置されるスロープ（傾斜路）について、車いす使用者が円滑に通行することができるかどうかを問う項目のことである。
[image: ]
出所）高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準　（平成28年度）

2 評価の考え方
· ハード面の整備
[bookmark: _Hlk509314757]段差または階段がある場合で、スロープが設置されている場合に、当該スロープが以下の要件を満たしていれば「○」、満たしていなければ「×」とする。
なお、段差または階段がない場合は「○」とし、スロープが設置されていない場合は「×」とする。
＜要件＞
・幅は120cm以上
・勾配は1/12以下
・高さ75cmごとに踏幅150cm以上の踊場を設置

· 人的な代替対応
　段差または階段がある場合でスロープが設置されていなくても、車いすを押したり、持ち上げて運ぶなど、施設職員が介助することによって当該段差または階段を通行することが可能な場合は「○」とする。

[bookmark: _Toc521500829]エスカレーター
1. [bookmark: _Toc521500830]音声案内の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
エスカレーターの行き先および昇降方向を音声により知らせることである。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
進入可能なエスカレーターの乗り口端部において、当該エスカレーターの行き先及び昇降方向を知らせる音声案内装置が設置されていたら「○」、設置されていなければ「×」とする。
　なお、階段がある場合で、エスカレーターが設置されていない場合は「×」とする。


· 人的な代替対応
　エスカレーターに音声案内装置が設置されていない、またはエスカレーターが設置されていない場合でも、施設職員が介助することにより、エスカレーターまたは階段を通行することが可能な場合は「○」とする。

[bookmark: _Toc521500831]エレベーター
1. [bookmark: _Toc521500832]車いすが無理なく入ることができる大きさ、車いすに配慮された操作盤
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
車いすが無理なく入ることができる大きさであるか、また車いすに配慮された操作盤であるかを問う項目である。
[image: 04]　[image: 障害者専用ＥＶ04]　[image: ]
出所）高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準　（平成28年度）

2 評価の考え方
· ハード面の整備
エレベーターが設置されている場合で、以下の基準を満たしている場合は「○」、満たしていない場合は「×」とする。

・かごおよび昇降路の出入口の幅が80cm以上
・かごの奥行きは135cm以上
・乗降ロビーは水平で150cm角以上
・かご内および乗降ロビーに車いす使用者が利用しやすい制御装置を設置
・乗降ロビーに到着するかごの昇降方向を表示する装置を設置
なお、不特定多数の者が利用する2,000㎡以上の建築物の場合は、上記とあわせて以下の基準を満たす必要がある。
・かごの幅は140cm以上
・かごは車いすが転回できる形状である

　なお、階段がある場合で、エレベーターが設置されていない場合は「×」とする。また、段差がなくエレベーターが設置されていない場合は「評価対象外」とする。

· 人的な代替対応
　エレベーターが設置されていない場合や、設置されていても車いす使用者が入れないなど上記基準を満たしていない場合でも、施設職員等の工夫によりフロアを移動することが可能な場合は「◯」とする。

[bookmark: _Toc521500833]行先階等の表示の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
かご内の停止予定階および現在位置を表示する装置の有無を評価する項目である。
[image: ]
出所）高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準　（平成28年度）

2 評価の考え方
· ハード面の整備
かご内に停止予定階・現在位置を表示する装置があれば「○」、なければ「×」とする。
なお、階段がある場合で、エレベーターが設置されていない場合は「×」とする。また、段差がなくエレベーターが設置されていない場合は「評価対象外」とする。

· 人的な代替対応
　かご内に停止予定階・現在位置を表示する装置がない場合でも、施設職員がかご内で案内を行うなどの対応が可能な場合は「◯」とする。

[bookmark: _Toc521500834]行先階等の音声案内の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
かご内の到着階および戸の閉鎖を知らせる音声装置、かご内または乗降ロビーに到着するかごの昇降方向を知らせる音声装置のことである。


2 評価の考え方
· ハード面の整備
かご内に到着階・戸の閉鎖を知らせる音声装置が設置されているとともに、かご内または乗降ロビーに到着するかごの昇降方向を知らせる音声装置が設置されていれば「○」、いなければ「×」とする。
なお、階段がある場合で、エレベーターが設置されていない場合は「×」とする。また、段差がなくエレベーターが設置されていない場合は「評価対象外」とする。

· 人的な代替対応
　音声装置がない場合でも、施設職員がかご内で案内を行うなどの対応が可能な場合は「◯」とする。

[bookmark: _Toc521500835]行先階等の外国語案内の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
[bookmark: _Hlk508980551]かご内の停止予定階および現在位置を外国語で表示する装置（日本語と併記して表示するものを含む）のことである。
外国語は英語を基本として、中国語、韓国語、その他当該施設を訪れる観光客が多いと思われる国の言語等を選択し、対応することが望ましい。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
かご内に停止予定階・現在位置を外国語で表示する装置があれば「○」、なければ「×」とする。
なお、階段がある場合で、エレベーターが設置されていない場合は「×」とする。また、段差がなくエレベーターが設置されていない場合は「評価対象外」とする。

· [bookmark: _Hlk509311142]人的な代替対応
　かご内に停止予定階・現在位置を外国語で表示する装置がない場合でも、施設職員がかご内で外国語による案内を行うなどの対応が可能な場合は「◯」とする。

[bookmark: _Toc521500836]操作盤の点字表記の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
エレベーターの操作盤に点字表記がされているかを問う項目である。
[image: [差替]ｴﾚﾍﾞｰﾀ内 右]　[image: IMG_0108]
出所）高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準　（平成28年度）

2 評価の考え方
· ハード面の整備
[bookmark: _Hlk508720979]エレベーターの操作盤に点字表記がされていれば「○」、いなければ「×」とする。
点字に限らず文字等の浮き彫りまたは音による案内がある場合も「○」とする。
なお、階段がある場合で、エレベーターが設置されていない場合は「×」とする。また、段差がなくエレベーターが設置されていない場合は「評価対象外」とする。

· 人的な代替対応
　エレベーターの操作盤に点字表記がされていない場合でも、施設職員がかご内又は乗降ロビーで音声による案内を行うなどの対応が可能な場合は「◯」とする。

[bookmark: _Toc521500837]操作盤の外国語表記の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
かご内および乗降ロビーに設置する外国語表記の操作盤（日本語と併記されているものを含む）のことである。
[image: [差替]ｴﾚﾍﾞｰﾀ内 右]　[image: IMG_0108]
出所）高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準　（平成28年度）

[bookmark: _Hlk509176804]外国語は英語を基本として、中国語、韓国語、その他当該施設を訪れる観光客が多いと思われる国の言語等を選択し、対応することが望ましい。


2 評価の考え方
· ハード面の整備
かご内および乗降ロビーに設置する外国語表記の操作盤が設置されていれば「○」、いなければ「×」とする。
なお、階段がある場合で、エレベーターが設置されていない場合は「×」とする。また、段差がなくエレベーターが設置されていない場合は「評価対象外」とする。

· 人的な代替対応
　かご内の操作盤に外国語表記がない場合でも、施設職員等がかご内で外国語による案内を行うなどの対応が可能な場合は「◯」とする。

[bookmark: _Toc521500838]トイレ
1. [bookmark: _Toc521500839]多機能トイレの有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　車いす使用者用便房やオストメイト対応設備を備えたトイレのことである。
[image: [差替]多機能便房 左]　　[image: IMG_0079]
出所）高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準　（平成28年度）


2 評価の考え方
· ハード面の整備
一般トイレが設置されている場合で、腰掛便座、手すり等が適切に配置され、車いすで利用しやすいよう十分な空間が確保された車いす使用者用便房及び水洗器具（オストメイト対応）を設けた多機能トイレが設置されていたら「○」、いなければ「×」とする。
なお、トイレが設置されていない場合（複合施設等で施設単独では設置されていないが、共用のトイレが設置されている場合は除く）は「×」とする。

[bookmark: _Toc521500840]トイレ内配置の触知図の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
トイレ内の配置等を示すための触知図のことである。
[image: ]
出所）高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準　（平成28年度）

2 評価の考え方
· ハード面の整備
男女別および構造を、トイレの出入口付近の視覚障害者がわかりやすい位置に、点字等により表した触知図が設置されていれば「○」、いなければ「×」とする。
なお、トイレが設置されていない場合（複合施設等で施設単独では設置されていないが、共用のトイレが設置されている場合は除く）は「×」とする。
[bookmark: _Toc521500841]乳幼児連れ利用者に配慮した設備（ベビーベッド、ベビーチェア等）の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
一般トイレまたは多機能トイレにおいて、ベビーベッド（乳幼児用おむつ交換台）、ベビーチェア（乳幼児用いす）など乳幼児連れ利用者に配慮した設備を備えているかを問う項目のことである。
[image: ]　[image: ]
出所）高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準　（平成28年度）

2 評価の考え方
· ハード面の整備
乳幼児連れ利用者に配慮した、ベビーベッドやベビーチェアなどの設備があれば「○」、なければ「×」とする。
なお、トイレが設置されていない場合（複合施設等で施設単独では設置されていないが、共用のトイレが設置されている場合は除く）は「×」とする。

[bookmark: _Toc521500842]施設、展示場等の案内
1. [bookmark: _Toc521500843]車いす使用者の方が楽しめる施設・展示上の工夫の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　車いす使用者の方にとっても楽しむことができる施設の案内や展示上の工夫がなされているかを問う項目のことである。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
車いす使用者からの視線の位置を考慮した施設の案内やサインが設置されており、展示等を楽しむことができるような工夫ができていれば「○」、できていなければ「×」とする。

· 人的な代替対応
　車いす使用者の方が見やすい施設案内や展示の工夫ができていない場合でも、施設職員が施設の案内や展示の説明を行うなどの対応が可能な場合は「◯」とする。

[bookmark: _Toc521500844]聴覚情報（イヤホンガイド、アナウンス、音案内など）の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携




1 評価項目の説明
　展示内容等をイヤホンガイド、アナウンス、音案内等で紹介するものである。
[image: ][image: ]
出所）高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準　（平成28年度）

2 評価の考え方
· ハード面の整備
イヤホンガイド、アナウンス、音案内等の聴覚による情報提供ができている場合は「○」、できていなければ「×」とする。

· 人的な代替対応
　聴覚情報が提供されていない場合でも、施設職員が施設の案内や展示の説明を行うなどの対応が可能な場合は「◯」とする。

[bookmark: _Toc521500845]触る展示
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　触って楽しむことができる展示のことである
[image: ]
出所）オリンピック・パラリンピックを見据えたバリアフリー化の推進に関する調査研究－主要な観光地のバリアフリー化評価指標の検討－（平成28年度）

2 評価の考え方
· ハード面の整備
触る展示が準備できている場合は「○」、できていなければ「×」とする。

[bookmark: _Toc521500846]文字情報の充実・わかりやすさ
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　展示内容等の案内に関し、文字情報が充実しているか、わかりやすいものとなっているかを問う項目である。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
展示内容等の案内に関し、文字情報が充実しているか、わかりやすいものとなっている場合は「○」、なっていなければ「×」とする。
なお、文字情報による案内ができていない場合は「×」とする。

[bookmark: _Toc521500847]外国語表記の充実
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　展示内容等の説明や紹介する文字情報が外国語で表記されているか、またその内容が充実したものとなっているかを問う項目のことである。
外国語は英語を基本として、中国語、韓国語、その他当該施設を訪れる観光客が多いと思われる国の言語等を選択し、対応することが望ましい。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
展示内容等の説明や紹介する文字情報が外国語で表記できていれば「○」、できていなければ「×」とする。

· 人的な代替対応
　外国語表記ができていない場合でも、施設職員が施設の案内や展示の説明を外国語で行うなどの対応が可能な場合は「◯」とする。





[bookmark: _Toc521500848]外国語聴覚情報（イヤホンガイド、アナウンスなど）の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　展示内容等を外国語でイヤホンガイド、アナウンス、音案内等で紹介するものである。
外国語は英語を基本として、中国語、韓国語、その他当該施設を訪れる観光客が多いと思われる国の言語等を選択し、対応することが望ましい。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
外国語で、イヤホンガイド、アナウンス、音案内等の聴覚による情報提供ができていれば「○」、できていなければ「×」とする。

· 人的な代替対応
　外国語による聴覚情報が提供されていない場合でも、施設職員が施設の案内や展示の説明を外国語で行うなどの対応が可能な場合は「◯」とする。

[bookmark: _Toc521500849]飲食スペース
1. [bookmark: _Toc521500850]車いす使用者の着席配慮の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　移動や回転等のために一定のスペースが必要となる車いす使用者が着席可能なスペースを設けているか、また、当該スペースは出入口等からの移動距離ができるだけ短い位置にあるかなどの配慮の有無を問う項目である。
 [image: ]
出所）オリンピック・パラリンピックを見据えたバリアフリー化の推進に関する調査研究－主要な観光地のバリアフリー化評価指標の検討－（平成28年度）

2 評価の考え方
· ハード面の整備
車いす使用者が移動や転回を円滑に行うことができるだけの十分な着席スペースが確保されており、かつ当該スペースが出入口等からの移動距離ができるだけ短い位置にある場合は「○」、そうではない場合は「×」とする。
なお、車いす使用者用のスペースが確保されていない場合は「×」とする。

[bookmark: _Toc521500851]メニュー
1. [bookmark: _Toc521500852]多言語表記の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携




1 評価項目の説明
[image: ]　外国語表記（日本語に併記されている場合を含む）がされているメニューのことである。
出所）「2020年オリンピック・パラリンピック大会に向けた多言語対応協議会ポータルサイト」東京都オリンピック・パラリンピック準備局（http://www.2020games.metro.tokyo.jp/multilingual/index.html）

外国語は英語を基本として、中国語、韓国語、その他当該施設を訪れる観光客が多いと思われる国の言語等を選択し、対応することが望ましい。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
外国語表記（日本語に併記されている場合を含む）がされているメニューがある場合は「○」、外国語対応のメニューがなければ「×」とする。

· 人的な代替対応
　外国語表記のメニューがない場合でも、施設職員がメニューの説明を外国語で行うなどの対応が可能な場合は「◯」とする。



[bookmark: _Toc521500853]写真の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　写真を掲載したメニューのことである。
　文字だけでなく、写真を掲載することで料理のイメージがわきやすくなる。
[image: ]出所）「2020年オリンピック・パラリンピック大会に向けた多言語対応協議会ポータルサイト」東京都オリンピック・パラリンピック準備局（http://www.2020games.metro.tokyo.jp/multilingual/index.html）

2 評価の考え方
· ハード面の整備
写真が掲載されているメニューがある場合は「○」、写真が掲載されているメニューがなければ「×」とする。


[bookmark: _Toc521500854]ハラル対応の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　ハラル対応した料理のことである。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
以下に示すようなハラル対応の料理が準備されている場合は「○」、なければ「×」とする。
　・ハラル食品の例：野菜、果物、魚、卵、牛乳、イスラムの方式にしたがって”と畜”された動物の食肉、あるいはその派生物
　・ハラムなもの　：豚・犬、死んだ動物の肉、イスラムの方式にしたがってと畜されなかった動物の食肉、あるいはその派生物、血液など、酒、その他かぎづめのある動物など
　　※宗派、国および地域、個人によって詳細の解釈が異なる。
　出所）一般社団法人　ハラル・ジャパン協会「ハラル基礎知識」
　（http://www.halal.or.jp/halal/）

[bookmark: _Toc521500855]アレルギー対応の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携




1 評価項目の説明
　アレルギー対応した料理のことである。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
アレルギー対応の料理が準備されている場合は「○」、なければ「×」とする。
特定原材料として表示の義務がある食品は以下の通り。
　表示義務：卵、乳、小麦、落花生、えび、そば、かに
　表示を奨励：いくら、キウイフルーツ、くるみ、 大豆、カシューナッツ、バナナ、 やまいも、もも、りんご、さば、ご ま、さけ、いか、鶏肉、ゼラチン、 豚肉、オレンジ、牛肉、あわび、 まつたけ
　出所）消費者庁　アレルギー表示について
　　（http://www.caa.go.jp/policies/policy/food_labeling/food_sanitation/allergy/pdf/food_index_8_161222_0001.pdf）

[bookmark: _Toc521500856]客室
1. [bookmark: _Toc521500857]車いすで利用できる入口幅、客室内スペース、トイレ・浴室設備
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　車いす使用者が円滑に利用できる客室のことである。車いすの場合、移動や転回などのために一定のスペースが必要になるため、入口の幅、客室内スペースの段差、トイレ・浴室設備に配慮する必要がある。
[image: ]　[image: ]　[image: ]
出所）高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準　（平成28年度）

2 評価の考え方
· ハード面の整備
客室の総数が50以上で車いす使用者客室を1以上設けており、当該客室に以下の基準を満たした設備が整備されていれば「○」、なければ「×」とする。
　○便所（同じ階に共用の車いす使用者用便房があれば代替可能）
(1)便所内に車いす使用者用便房を設けているか
(2)出入口の幅は８０ｃｍ以上であるか （当該便房を設ける便所も同様）
(3)出入口の戸は車いす使用者が通過しやすく、前後に水平部分を設けているか 
（当該便房を設ける便所も同様）
○浴室等（共用の車いす使用者用浴室等があれば代替可能）
(1)浴槽、シャワー、手すり等が適切に配置されているか
(2)車いすで利用しやすいよう十分な空間が確保されているか
(3)出入口の幅は８０ｃｍ以上であるか
(4)出入口の戸は車いす使用者が通過しやすく、前後に水平部分を設けているか
　なお、車いす使用者用客室が設けられていない場合は「×」とする。

· 人的な代替対応
　客室内に段差がある場合でも、施設職員等が車いすを押したり、持ち上げて運ぶなど介助することにより、円滑に移動できる場合は「○」とする。
	



[bookmark: _Toc521500858]視覚障害者のための客室内設備配置や操作方法の案内（音声案内、点字案内等）の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　客室内設備の配置や操作方法についての、音声案内や点字などの設備による案内のことである。
[image: ]　[image: ]　[image: ]
出所）高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準　（平成28年度）

2 評価の考え方
· ハード面の整備
客室内の設備の配置や操作方法について、音声案内や点字等視覚障害者が情報の把握が可能な方法で案内できていれば「○」、いなければ「×」とする。

· 人的な代替対応
　音声案内や点字等の設備がない場合でも、施設職員等が客室内の設備の配置や操作方法について案内するなどの対応が可能な場合は「○」とする。




[bookmark: _Toc521500859]緊急時の聴覚障害者対応（フラッシュライト等）の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　客室内にいる聴覚障害者に対して緊急時に必要な情報を知らせるための対応のことである。
　対応としては、携帯電話、フラッシュライト、テレビ放送、簡易文字表示器等がある。
[image: ]　[image: ]
出所）「旅館・ホテルの火災時等における聴覚障害者への情報伝達手段のあり方検討委員会 報告書（平成17年3月）」旅館・ホテルの火災時等における聴覚障害者への情報伝達手段のあり方検討委員会（http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/chokaku_shogai/chapter05.pdf）

2 評価の考え方
· ハード面の整備
携帯電話、フラッシュライト、テレビ放送、簡易文字表示機器等により、緊急時の聴覚障害者対応ができていれば「○」、いなければ「×」とする。

· 人的な代替対応
緊急時の聴覚障害車対応用の機器がない場合でも、施設職員等が客室内に赴いて知らせるなどの対応が可能な場合は「○」とする。

[bookmark: _Toc521500860]人的対応
1. [bookmark: _Toc521500861]車いす使用者受入の実績
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　車いす使用者を過去に受け入れたことがあるかどうかの実績のことである。
なお、過去の実績については月単位、年単位で把握しておくことが望ましい。

2 評価の考え方
· 人的対応
過去1年以内に車いす使用者を受け入れた実績があれば「○」、なければ「×」とする。

[bookmark: _Toc521500862]車いす使用者受入体制の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
[bookmark: _Hlk510521376]　車いす使用者を受け入れるにあたり、対応するための施設職員等の人数を確保できているか、また、車いす使用者を介助する際の注意点等必要な知識を持った施設職員等がいるかを問う項目である。


2 評価の考え方
· 人的対応
[bookmark: _Hlk510521400]車いす使用者に対応するための施設職員等の人数及び必要な知識のある施設職員等が、常時確保されていれば「○」、確保されていなければ「×」とする。

[bookmark: _Toc521500863]車いす使用者対応の研修実施の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　前項でも述べたとおり、車いす使用者に対応するためには、対応時に注意すべき事項等必要な知識が不可欠であることから、施設職員等に対する車いす使用者対応に必要な知識等を習得できる研修等の実施有無を問う項目のことである。

2 評価の考え方
· 人的対応
過去1年以内に車いす使用者対応のための「コミュニケーション技術」「車いす使用者への対応技術」「事故予防と緊急時対応」等の研修等が実施されていれば「○」、実施されていなければ「×」とする。

[bookmark: _Toc521500864]視覚障害者受入の実績
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携


1 評価項目の説明
　視覚障害者を過去に受け入れたことがあるかどうかの実績のことである。
なお、過去の実績については月単位、年単位で把握しておくことが望ましい。

2 評価の考え方
· 人的対応
過去1年以内に視覚障害者を受け入れた実績があれば「○」、なければ「×」とする。

[bookmark: _Toc521500865][bookmark: _Hlk510521208]視覚障害者受入体制の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　視覚障害者を受け入れるにあたり、対応するための施設職員等の人数を確保できているか、また、視覚障害者を介助する際の注意点等必要な知識を持った施設職員等がいるかを問う項目である。

2 評価の考え方
· 人的対応
視覚障害者に対応するための施設職員等の人数及び必要な知識のある施設職員等が、常時確保されていれば「○」、確保されていなければ「×」とする。




[bookmark: _Toc521500866]視覚障害者対応の研修実施の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　前項でも述べたとおり、視覚障害者に対応するためには、対応時に注意すべき事項等必要な知識が不可欠であることから、施設職員等に対する視覚障害者対応に必要な知識等を習得できる研修等の実施有無を問う項目のことである。

2 評価の考え方
· 人的対応
過去1年以内に視覚障害者対応のための「コミュニケーション技術」「視覚障害者への対応技術」「事故予防と緊急時対応」等の研修等が実施されていれば「○」、実施されていなければ「×」とする。

[bookmark: _Toc521500867]聴覚障害者受入の実績
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
[bookmark: _Hlk508719047]　聴覚障害者を過去に受け入れたことがあるかどうかの実績のことである。
なお、過去の実績については月単位、年単位で把握しておくことが望ましい。


2 評価の考え方
· 人的対応
過去1年以内に聴覚障害者を受け入れた実績があれば「○」、なければ「×」とする。

[bookmark: _Toc521500868]聴覚障害者受入体制の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　聴覚障害者を受け入れるにあたり、対応するための施設職員等の人数を確保できているか、また、聴覚障害者を介助する際の注意点等必要な知識を持った施設職員等がいるかを問う項目である。

2 評価の考え方
· 人的対応
聴覚障害者に対応するための施設職員等の人数及び必要な知識のある施設職員等が、常時確保されていれば「○」、確保されていなければ「×」とする。

[bookmark: _Toc521500869]聴覚障害者対応の研修実施の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携




1 評価項目の説明
　前項でも述べたとおり、聴覚障害者に対応するためには、対応時に注意すべき事項等必要な知識が不可欠であることから、施設職員等に対する聴覚障害者対応に必要な知識等を習得できる研修等の実施有無を問う項目のことである。

2 評価の考え方
· 人的対応
過去1年以内に聴覚障害者対応のための「コミュニケーション技術」「聴覚障害者への対応技術」「事故予防と緊急時対応」等の研修等が実施されていれば「○」、実施されていなければ「×」とする。

1. [bookmark: _Toc521500870]聴覚障害者対応として手話ができる施設職員等の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　聴覚障害者と対応する際には筆談等の対応が考えられるが、手話ができることで、より円滑な対応が期待できるため、手話ができる施設職員等がいることは重要である。

2 評価の考え方
· 人的対応
聴覚障害者対応として手話ができる施設職員等が確保できていれば「○」、確保できていなければ「×」とする。


1. [bookmark: _Toc521500871]外国人受入の実績
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　外国人を過去に受け入れたことがあるかどうかの実績のことである。
なお、過去の実績については月単位、年単位で把握しておくことが望ましい。

2 評価の考え方
· 人的対応
過去1年以内に外国人を受け入れた実績があれば「○」、なければ「×」とする。

[bookmark: _Toc521500872]外国人受入体制の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　外国人の受入体制のことである。外国人の受入姿勢を示すことはもちろん、対応するための十分な従業員数や外国語対応可能な従業員がいることが重要である。
外国人を受け入れるにあたり、各国独自の習慣等外国人に対応する際に必要な知識のある、あるいは外国語対応可能な施設職員等がいるかを問う項目である。
外国語は英語を基本として、中国語、韓国語、その他当該施設を訪れる観光客が多いと思われる国の言語等を選択し、対応することが望ましい。

2 評価の考え方
· 人的対応
外国人に対応する際に必要な知識のある、あるいは外国語対応可能な施設職員等、各国独自の習慣等外国人に対応する際に必要な知識のある、あるいは外国語対応可能な施設職員等が、常時確保されていれば「○」、確保されていなければ「×」とする。

[bookmark: _Toc521500873]外国人対応の研修実施の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　外国人に対応するためには、外国語対応が可能であることはもちろん、各国独自の習慣等それぞれの特徴にあわせた配慮が必要不可欠なことから、施設職員等に対する外国人対応に必要な知識等を習得できる研修等の実施有無を問う項目のことである。
外国語は英語を基本として、中国語、韓国語、その他当該施設を訪れる観光客が多いと思われる国の言語等を選択し、対応することが望ましい。

2 評価の考え方
· 人的対応
過去1年以内に外国人対応のための「コミュニケーション技術」「事故予防と緊急時対応」等の研修等が実施されていれば「○」、実施されていなければ「×」とする。




[bookmark: _Toc521500874]外国人対応として外国語ができる施設職員等の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　外国人に対応する際、円滑なコミュニケーションのため、外国語対応ができる施設職員等の有無を問う項目である。
外国語は英語を基本として、中国語、韓国語、その他当該施設を訪れる観光客が多いと思われる国の言語等を選択し、対応することが望ましい。

2 評価の考え方
· 人的対応
外国人対応として外国語ができる施設職員等が、常時確保できていれば「○」、確保できていなければ「×」とする。

[bookmark: _Toc521500875]その他の障害者受入の実績
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
その他の障害者を過去に受け入れたことがあるかどうかの実績のことである。
なお、過去の実績については月単位、年単位で把握しておくことが望ましい。
　その他の障害者とは、内部障害者、知的障害者、精神障害者、発達障害者等のことである。

2 評価の考え方
· 人的対応
過去1年以内にその他の障害者を受け入れた実績があれば「○」、なければ「×」とする。

[bookmark: _Toc521500876]その他の障害者受入体制の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　その他の障害者を受け入れるにあたり、その他の障害者に対応するための十分な施設職員等の人数やその他の障害者に対応する際の注意点等必要な知識を持った施設職員等がいるかを問う項目である。

2 評価の考え方
· 人的対応
その他の障害者に対応するための施設職員等の人数や対応する際の注意点等必要な知識のある施設職員等が、常時確保されていれば「○」、確保されていなければ「×」とする。

[bookmark: _Toc521500877]案内カウンター
1. [bookmark: _Toc521500878]車いすの高さからの視線を考慮した対応
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携


1 評価項目の説明
　車いす使用者にとって利用しやすい案内カウンターとなっているか、つまり車いす使用者の高さからの視線に合ったカウンターの高さとなっているか、車いすが入れるだけの蹴込みが確保されているか、カウンターの下部が車いす使用者のひざやフットサポート等が当たらないように配慮されているかを問う項目である。
　[image: ]
出所）高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準　（平成28年度）

2 評価の考え方
· ハード面の整備
車いす使用者の高さからの視線に合ったカウンターの高さになっており、車いすが入れるだけの蹴込みが確保され、カウンターの下部が車いす使用者のひざやフットサポートが当たらないように配慮されている案内カウンターが設置されていれば「○」、設置されていなければ「×」とする。
案内カウンターが設置されていない場合は、「×」とする。

[bookmark: _Toc521500879]車いす貸し出しの有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携




1 評価項目の説明
　貸し出し用の車いすが準備されているかどうかを問う項目である。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
貸し出し用の車いすが準備されていれば「○」とする。準備されていなければ「×」とする。案内カウンターに限らず、受付や総合カウンター等で車いすを貸し出ししている場合は「○」とする。

[bookmark: _Toc521500880]聴覚情報（イヤホンガイド、アナウンス、音声案内など）の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　観光案内所等において、エリア内の観光施設等に関する情報等をイヤホンガイド、アナウンス、音声案内等の聴覚情報提供機器等により紹介しているかを問う項目である。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
エリア内の観光施設等に関する情報等をイヤホンガイド、アナウンス、音声案内等の聴覚情報提供機器等により案内ができていれば「○」、できていなければ「×」とする。案内カウンターでなくとも、受付や総合カウンター等で聴覚情報提供機器を提供できている場合は「○」とする。


[bookmark: _Toc521500881][bookmark: _Hlk509342549]文字情報の充実・わかりやすさ
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　エリア内の観光施設等の案内に関し、文字情報が充実しているか、わかりやすいものとなっているかを問う項目である。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
エリア内の観光施設等の案内に関し、文字情報が充実しているか、わかりやすいものとなっている場合は「○」、なっていなければ「×」とする。
なお、文字情報による案内ができていない場合は「×」とする。

[bookmark: _Toc521500882]手話通訳、筆談の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　観光案内所等において、聴覚障害者との円滑なコミュニケーションを図るため、手話ができる施設職員等や筆談に必要な器具等が確保できているかを問う項目である。



2 評価の考え方
· ハード面の整備
手話通訳が可能な施設職員等や筆談に必要な器具等が確保できていれば「○」、確保できていなければ「×」とする。

[bookmark: _Toc521500883]外国語表記の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
観光案内所等内にある文字情報について、外国語表記がされているかを問う項目のことである。
外国語は英語を基本として、中国語、韓国語、その他当該施設を訪れる観光客が多いと思われる国の言語等を選択し、対応することが望ましい。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
観光案内所等内にある文字情報について、外国語表記されていれば「○」、されていなければ「×」とする。

[bookmark: _Toc521500884]外国語聴覚情報（イヤホンガイド、アナウンスなど）の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携


1 評価項目の説明
　観光案内所等において、エリア内の観光施設等に関する情報等を、外国語で、イヤホンガイド、アナウンス、音声案内等の機器等により紹介しているかを問う項目である。
外国語は英語を基本として、中国語、韓国語、その他当該施設を訪れる観光客が多いと思われる国の言語等を選択し、対応することが望ましい。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
エリア内の観光施設等に関する情報等を、外国語で、イヤホンガイド、アナウンス、音声案内等の機器等により案内ができていれば「○」、できていなければ「×」とする。

[bookmark: _Ref516220650][bookmark: _Toc521500885]観光案内所におけるパンフレット
1. [bookmark: _Ref509313641][bookmark: _Ref509313691][bookmark: _Toc521500886]バリアフリーマップの有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　エリア内の観光施設等のバリアフリー化に関する情報が掲載されたバリアフリーマップが観光案内所に置かれているかを問う項目のことである。
[image: ]
※「車いす利用者おでかけマップ」は車いす利用者のみを対象としています。
出所）車いす利用者おでかけマップ（NPO法人あすも特注旅行班・福岡市保健福祉局政策推進課・福岡市経済観光文化局観光産業課）（https://yokanavi.com/assets/uploads/2018/04/guidemap_All.pdf/）

2 評価の考え方
· ハード面の整備
観光案内所にバリアフリーマップが置かれていれば「○」、置かれていなければ「×」とする。

[bookmark: _Toc521500887]点字パンフレットの有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　１４．（１）のバリアフリーマップ等の点字版の有無を問う項目のことである。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
点字版のバリアフリーマップが置かれていれば「○」、置かれていなければ「×」とする。

[bookmark: _Toc521500888]外国語パンフレットの有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　１４．（１）のバリアフリーマップ等について、外国語表記（日本語に併記されているものを含む）されているものの有無を問う項目のことである。
外国語は英語を基本として、中国語、韓国語、その他当該施設を訪れる観光客が多いと思われる国の言語等を選択し、対応することが望ましい。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
外国語表記（日本語に併記されているものを含む）されているバリアフリーマップが置かれていれば「○」、置かれていなければ「×」とする。


[bookmark: _Toc521500889]空港、幹線鉄道駅における対応
1. [bookmark: _Toc521500890][bookmark: _Hlk509316473]駅の中の段差解消（EV、スロープ）
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　一つ以上の、公共用通路から車両等の乗降口との経路が、高齢者、障害者等の円滑な通行に適するもの（以下「移動等円滑化された経路」という。）となっているかを問う項目のことである。移動等円滑化された経路において床面に高低差がある場合は、傾斜路又はエレベーター（構造上の理由により設置困難な場合はエスカレーター（構造上の理由により設置困難な場合はそれ以外の昇降機で車いす使用者の円滑な利用に適したもの））を設けなければならない。
[image: ]
[bookmark: _Hlk521500275]出所）公共交通機関の旅客施設に関する移動等円滑化整備ガイドライン 旅客施設編

2 評価の考え方
· ハード面の整備
移動等円滑化された経路（床面に高低差がある場合のエレベーター等設置を含む）が、一つ以上設けられていれば「○」、設けられていなければ「×」とする。
移動等円滑化された経路については、「公共交通機関の旅客施設に関する移動等円滑化整備ガイドライン 旅客施設編」を参照のこと。

· 人的な代替対応
　移動等円滑化された経路が設けられていない場合でも、駅職員等が車いすを押したり、持ち上げて運ぶなどの対応によって、高齢者、障害者等の円滑な通行が可能な場合は「◯」とする。

[bookmark: _Toc521500891]車いすで移動可能な交通機関案内の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　交通機関を乗り継ぐ場合などで、車いすで移動可能な、交通機関間で連続した経路についての情報提供の有無を問う項目のことである。
情報提供媒体は、壁等への掲示、パンフレット、デジタルサイネージ等の活用が考えられる。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
交通機関を乗り継ぐ場合などで、車いすで移動可能な、交通機関間で連続した経路についての情報が案内されている場合は「○」、されていなければ「×」とする。
なお、車いすで移動可能な、交通機関間で連続した経路がない場合は「×」とする。




[bookmark: _Toc521500892]視覚障害者への交通機関案内の有無（点字ブロック、音声案内等）
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　視覚障害者誘導用ブロック、音声・音響案内設備などの視覚障害者への交通機関案内の設備の有無を問う項目である。

[image: ]
出所）公共交通機関の旅客施設に関する移動等円滑化整備ガイドライン 旅客施設編
[image: ]
出所）高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準　（平成28年度）




2 評価の考え方
· ハード面の整備
公共用通路等と車両等の乗降口との間の経路に、視覚障害者誘導用ブロックが敷設されているか、音声その他の方法により視覚障害者を誘導する設備が設けられている場合は「○」、ない場合は「×」とする。
視覚障害者誘導用ブロック敷設の要件は以下の通り。
＜要件＞
　・視覚障害者誘導用ブロックが敷設された通路等とエレベーターが設置されている乗降ロビーに設ける操作盤、公共用通路に直接通ずる出入口、便所の出入口、乗車券等販売所との間の経路を構成する通路等には、それぞれ視覚障害者誘導用ブロックを敷設
　・階段、傾斜路、エスカレーターの上端及び下端に近接する通路等には、点状ブロックを敷設

[bookmark: _Toc521500893]聴覚障害者への緊急時情報提供の有無（表示装置等）
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　聴覚障害者への緊急時における情報提供設備の有無を問う項目である。情報提供媒体として、デジタルサイネージ等の活用が考えられる。
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出所）オリンピック・パラリンピックを見据えたバリアフリー化の推進に関する調査研究－主要な観光地のバリアフリー化評価指標の検討－（平成28年度）

2 評価の考え方
· ハード面の整備
以下の情報や場所を表示するための設備が整備されている場合は「○」、されていない場合は「×」とする。
・車両等の運行（運航）に関する情報を文字等により表示するための設備
・音声により提供するための設備
・エレベーター等の昇降機、傾斜路、便所、乗車券等販売書、待合所、案内もしくは休憩設備等の付近に表示する標識

[bookmark: _Toc521500894]外国語による交通機関案内の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　外国人対応のための外国語による交通機関の施設、設備、運行状況等についての情報提供の有無を問う項目のことである。
情報提供媒体は、壁等への掲示、パンフレット、デジタルサイネージ等の活用が考えられる。
外国語は英語を基本として、中国語、韓国語、その他当該施設を訪れる観光客が多いと思われる国の言語等を選択し、対応することが望ましい。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
外国語による交通機関の施設、設備、運行状況等の情報提供がされている場合は「○」、されていない場合は「×」とする。

[bookmark: _Toc521500895]多機能トイレの有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
公共交通移動等円滑化基準第13条第2項に適合するトイレのことである。
第13条第2項
２ 便所を設ける場合は、そのうち一以上は、前項に掲げる基準のほか、次に掲げる基準のいずれかに適合するものでなければならない。
一 便所（男子用及び女子用の区別があるときは、それぞれの便所）内に高齢者、障害者等の円滑な利用に適した構造を有する便房が設けられていること。
二 高齢者、障害者等の円滑な利用に適した構造を有する便所であること。
高齢者、障害者、乳幼児を連れた者等が利用しやすい場所（トイレの入口近くに設置されていると利用しやすい）に設置し、車いす使用者が円滑に利用できるものとする。
利用者がすべらないよう、清掃後の水はけをよくする配慮やオストメイトのパウチ洗浄等に対する配慮も必要である。
[image: ]
[bookmark: _Hlk521513462]出所）公共交通機関の旅客施設に関する移動等円滑化整備ガイドライン 旅客施設編

2 評価の考え方
· ハード面の整備
多機能トイレが設置されていれば「○」、なければ「×」とする。
多機能トイレを設置する際の考え方は、「公共交通機関の旅客施設に関する移動等円滑化整備ガイドライン 旅客施設編」を参照のこと。

[bookmark: _Toc521500896]空港、幹線鉄道駅から地域への公共交通アクセス
1. [bookmark: _Toc521500897]車いすで移動可能な公共交通機関の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　空港、幹線鉄道駅から地域へ車いすで移動可能な公共交通機関の有無を問う項目のことである。公共交通機関とは鉄軌道、バス、タクシー、航空機、旅客船のことであり、車いすで移動可能な具体例としては、新幹線の車いす対応座席、低床式軌道車両、ノンステップバス、UDタクシー等が考えられる。
[image: ]
出所）東京都交通局ホームページ（https://www.kotsu.metro.tokyo.jp/bus/kanren/barrierfree.html）

2 評価の考え方
· ハード面の整備
空港、幹線鉄道駅から地域へアクセスする際に車いすで移動可能な公共交通機関があれば「○」、なければ「×」とする。

· 人的な代替対応
　車いすでの移動が可能となる設備がなくても、乗務員等が車いすを押したり、持ち上げて運ぶなどの対応が可能な場合は「◯」とする。

[bookmark: _Toc521500898]車両等における車いすスペースの十分な広さ
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　車いすの場合、移動や転回等のために一定のスペースが必要になるため、車両等内において十分な広さが確保されているかどうかを問う項目のことである。
2 評価の考え方
· ハード面の整備
車いすが円滑に移動するために十分な広さの車いすスペースが車両等内に確保されていれば「○」、確保されていなければ「×」とする。
車いすの移動や回転に必要な寸法は「公共交通機関の旅客施設に関する移動等円滑化整備ガイドライン 旅客施設編」参照のこと。

[bookmark: _Toc521500899]車両等内の音声案内の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　視覚障害者は、主に音声から情報収集するため、車両等内において、ドアの開閉、行き先、運賃等を音声で案内しているかどうかを問う項目である。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
車両等内において、ドアの開閉、行き先、運賃等を音声案内していれば「○」、音声案内していなければ「×」とする。
なお、音声案内をしていても聞き取りにくい場合は「×」とする。





[bookmark: _Toc521500900]車両等内の視覚表示案内の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携


1 評価項目の説明
　聴覚障害者は、主に視覚から情報収集するため、車両等内において、左右どちらの扉が開くか、行き先、運賃等を視覚表示により案内しているかどうかを問う項目である。
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出所）公共交通機関の旅客施設に関する移動等円滑化整備ガイドライン 車両等編

2 評価の考え方
· ハード面の整備
車両等内において、左右どちらの扉が開くか、行き先、運賃等を視覚表示により案内していれば「○」、案内していなければ「×」とする。
なお、視覚表示による案内をしていても、文字が小さかったり、適切な位置にないなどで見えにくい場合は「×」とする。


[bookmark: _Toc521500901]車内の外国語表記、外国語音声案内の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携




1 評価項目の説明
　車両等内において、外国人対応のための外国語表記、外国語音声案内がされているかどうかを問う項目のことである。
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出所）公共交通機関の旅客施設に関する移動等円滑化整備ガイドライン 車両等編

外国語は英語を基本として、中国語、韓国語、その他当該施設を訪れる観光客が多いと思われる国の言語等を選択し、対応することが望ましい。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
車両等内において、外国語による表記及び外国語による音声案内がなされている場合は「○」、なされていない場合は「×」とする。



[bookmark: _Toc521500902]最寄り駅までの対応
1. [bookmark: _Toc521500903]施設から駅までの車いす移動経路の案内の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
各観光施設等から駅までの間で、車いすで移動可能な連続した経路についての情報提供の有無を問う項目のことである。
情報提供媒体は、壁等への掲示、パンフレット、デジタルサイネージ等の活用が考えられる。
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出所）高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準　（平成28年度）

2 評価の考え方
· ハード面の整備
各観光施設等から駅までの間で、車いすで移動可能な連続した経路についての情報が案内されている場合は「○」、されていなければ「×」とする。
なお、車いすで移動可能な連続した経路がない場合は「×」とする。

[bookmark: _Toc521500904]施設から駅までの経路の視覚障害者への案内の有無（点字ブロック、音声案内等）
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　視覚障害者誘導用ブロック、音声・音響案内設備などの視覚障害者への各観光施設等から駅までの案内設備の有無を問う項目である。
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出所）高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準　（平成28年度）

2 評価の考え方
· ハード面の整備
公共用通路等の経路に、視覚障害者誘導用ブロックが敷設されているか、音声その他の方法により視覚障害者を誘導する設備が設けられている場合は「○」、ない場合は「×」とする。
視覚障害者誘導用ブロック敷設の要件は以下の通り。

＜要件＞
　・視覚障害者誘導用ブロックが敷設された通路等とエレベーターが設置されている乗降ロビーに設ける操作盤、公共用通路に直接通ずる出入口、便所の出入口、乗車券等販売所との間の経路を構成する通路等には、それぞれ視覚障害者誘導用ブロックを敷設
　・階段、傾斜路、エスカレーターの上端及び下端に近接する通路等には、点状ブロックを敷設

[bookmark: _Toc521500905]施設から駅までの経路の地図等の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　各観光施設等から駅までの経路を示した地図等の有無を問う項目ことである。
情報提供媒体は、案内板等への掲載、パンフレット、デジタルサイネージ等の活用が考えられる。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
各観光施設等から駅までの経路の地図がある場合は「○」、なければ「×」とする。







[bookmark: _Toc521500906]施設から駅（交通機関の場合は「駅から各観光施設等」）までの経路の外国語による案内の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　施設から駅までの経路を外国語で案内しているかを問う項目である。情報提供媒体は、案内板等への掲示、パンフレット、デジタルサイネージ等の活用が考えられる。
外国語は英語を基本として、中国語、韓国語、その他当該施設を訪れる観光客が多いと思われる国の言語等を選択し、対応することが望ましい。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
施設から駅までの経路が外国語により案内されていれば「○」、いなければ「×」とする。

[bookmark: _Toc521500907]最寄り駅における対応
1. [bookmark: _Toc521500908]駅の中の段差解消（EV、スロープ）
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　一つ以上の、公共用通路から車両等の乗降口との経路が、高齢者、障害車等の円滑な通行に適するもの（以下「移動等円滑化された経路」という。）となっているかを問う項目のことである。移動等円滑化された経路において床面に高低差がある場合は、傾斜路又はエレベーター（構造上の理由により設置困難な場合はエスカレーター（構造上の理由により設置困難な場合はそれ以外の昇降機で車いす使用者の円滑な利用に適したもの））を設けなければならない。
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出所）高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準　（平成28年度）

2 評価の考え方
· ハード面の整備
移動等円滑化された経路（床面に高低差がある場合のエレベーター等設置を含む）が、一つ以上設けられていれば「○」、設けられていなければ「×」とする。
移動等円滑化された経路については、「公共交通機関の旅客施設に関する移動等円滑化整備ガイドライン 旅客施設編」を参照のこと。

· 人的な代替対応
　移動等円滑化された経路が設けられていない場合でも、駅職員等が車いすを押したり、持ち上げて運ぶなどの対応によって、高齢者、障害者等の円滑な通行が可能な場合は「◯」とする。
[bookmark: _Toc521500909]駅から各観光施設等までの車いす移動経路の案内の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
駅から各観光施設等までの間で、車いすで移動可能な連続した経路についての情報提供の有無を問う項目のことである。
情報提供媒体は、案内板等への掲示、パンフレット、デジタルサイネージ等の活用が考えられる。
[image: ]
出所）高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準　（平成28年度）

2 評価の考え方
· ハード面の整備
駅から各観光施設等までの間で、車いすで移動可能な連続した経路についての情報が案内されている場合は「○」、されていなければ「×」とする。
なお、車いすで移動可能な連続した経路がない場合は「×」とする。

[bookmark: _Toc521500910]駅から各観光施設等までの経路の視覚障害者への案内の有無（点字ブロック、音声案内等）
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　視覚障害者誘導用ブロック、音声・音響案内設備などの視覚障害者への駅から各観光施設等までの案内設備の有無を問う項目である。
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出所）高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準　（平成28年度）

2 評価の考え方
· ハード面の整備
公共用通路等と車両等の乗降口との間の経路に、視覚障害者誘導用ブロックが敷設されているか、音声その他の方法により視覚障害者を誘導する設備が設けられている場合は「○」、ない場合は「×」とする。
視覚障害者誘導用ブロック敷設の要件は以下の通り。
＜要件＞
　・視覚障害者誘導用ブロックが敷設された通路等とエレベーターが設置されている乗降ロビーに設ける操作盤、公共用通路に直接通ずる出入口、便所の出入口、乗車券等販売所との間の経路を構成する通路等には、それぞれ視覚障害者誘導用ブロックを敷設
　・階段、傾斜路、エスカレーターの上端及び下端に近接する通路等には、点状ブロックを敷設





[bookmark: _Toc521500911]駅から各観光施設等までの経路の地図等の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　駅から各観光施設等までの経路を示した地図等の有無を問う項目ことである。
情報提供媒体は、案内板等への掲載、パンフレット、デジタルサイネージ等の活用が考えられる。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
駅から各観光施設等までの経路の地図がある場合は「○」、なければ「×」とする。

[bookmark: _Toc521500912]駅から各観光施設等までの経路の外国語による案内の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　外国人対応のために、施設から駅までの経路を外国語で案内しているかどうかを問う項目である。情報提供媒体は、案内板等への掲示、パンフレット、デジタルサイネージ等の活用が考えられる。
外国語は英語を基本として、中国語、韓国語、その他当該施設を訪れる観光客が多いと思われる国の言語等を選択し、対応することが望ましい。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
施設から駅までの経路が外国語により案内されていれば「○」、いなければ「×」とする。

[bookmark: _Toc521500913]多機能トイレの有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
公共交通移動等円滑化基準第13条第2項に適合するトイレのことである。
第13条第2項
２ 便所を設ける場合は、そのうち一以上は、前項に掲げる基準のほか、次に掲げる基準のいずれかに適合するものでなければならない。
一 便所（男子用及び女子用の区別があるときは、それぞれの便所）内に高齢者、障害者等の円滑な利用に適した構造を有する便房が設けられていること。
二 高齢者、障害者等の円滑な利用に適した構造を有する便所であること。
高齢者、障害者、乳幼児を連れた者等が利用しやすい場所（トイレの入口近くに設置されていると利用しやすい）に設置し、車いす使用者が円滑に利用できるものとする。
利用者がすべらないよう、清掃後の水はけをよくする配慮やオストメイトのパウチ洗浄等に対する配慮も必要である。
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出所）高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準　（平成28年度）

2 評価の考え方
· ハード面の整備
多機能トイレが設置されていれば「○」、なければ「×」とする。
多機能トイレを設置する際の考え方は、「公共交通機関の旅客施設に関する移動等円滑化整備ガイドライン 旅客施設編」を参照のこと。

[bookmark: _Toc521500914]最寄りバス停までの対応
1. [bookmark: _Toc521500915]施設からバス停までの車いす移動経路の案内の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　各観光施設等における、各観光施設等から最寄バス停までの車いすで移動可能な経路の案内の有無のことである。情報提供媒体は、各観光施設等における案内板等への掲示、パンフレット、デジタルサイネージ等の活用が考えられる。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
車いすで移動可能な経路の案内があれば「○」、なければ「×」とする。
なお、車いすで移動可能な連続した経路がない場合は「×」とする。

· 人的な代替対応
　各観光施設において、案内板の掲示などの整備がない場合でも、バス案内所の職員等により車いすで移動可能な経路の案内をしてくれる場合は「◯」とする。


[bookmark: _Toc521500916]施設からバス停までの経路の視覚障害者への案内の有無（点字ブロック、音声案内等）
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　各観光施設等において、各観光施設等から最寄バス停へ向かう移動経路について視覚障害者誘導用ブロックの敷設や、最寄バス停までの経路について音声案内の対応をしているかを問う項目である。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
　線状ブロック等・点状ブロック等の敷設、車路に接する部分に点状ブロック等の敷設、段・傾斜がある部分の上端に近接する部分に点状ブロック等の敷設や音声誘導装置があれば「○」、なければ「×」とする。

[bookmark: _Toc521500917]施設からバス停までの経路の地図等の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　各観光施設等において、最寄バス停までの経路の地図等があるかを問う項目である。情報提供媒体は、各観光施設等における案内板等への掲示、パンフレット、デジタルサイネージ等の活用が考えられる。
2 評価の考え方
· ハード面の整備
各観光施設等において、最寄バス停までの経路の地図があれば「○」、なければ「×」とする。

[bookmark: _Toc521500918]施設からバス停までの経路の外国語による案内の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　各観光施設等における、最寄バス停までの経路について外国語での案内の有無のことである。情報提供媒体は、各観光施設等における案内板等への掲載、パンフレット、デジタルサイネージ等の活用が考えられる。
外国語は英語を基本として、中国語、韓国語、その他当該施設を訪れる観光客が多いと思われる国の言語等を選択し、対応することが望ましい。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
各観光施設等から最寄バス停までの経路が外国語により案内されていれば「○」、されていなければ「×」とする。



[bookmark: _Toc521500919]最寄りバス停における対応
1. [bookmark: _Toc521500920]バス停から各観光施設等までの車いす移動経路の案内の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　最寄りバス停における、最寄バス停から各観光施設等までの車いすで移動可能な経路の案内の有無のことである。情報提供媒体は、最寄りバス停における案内板等への掲示、パンフレット、デジタルサイネージ等の活用が考えられる。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
車いすで移動可能な経路の案内があれば「○」、なければ「×」とする。
なお、車いすで移動可能な連続した経路がない場合は「×」とする。

· 人的な代替対応
　最寄バス停において、案内板の掲示などの整備がない場合でも、バス案内所の職員等により車いすで移動可能な経路の案内をしてくれる場合は「◯」とする。

[bookmark: _Toc521500921]バス停から各観光施設等までの経路の視覚障害者への案内の有無（点字ブロック、音声案内等）
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携


1 評価項目の説明
　最寄りバス停において、各観光施設等へ向かう移動経路について視覚障害者誘導用ブロックの敷設や、各観光施設等までの経路について音声案内の対応をしているかを問う項目である。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
　線状ブロック等・点状ブロック等の敷設、車路に接する部分に点状ブロック等の敷設、段・傾斜がある部分の上端に近接する部分に点状ブロック等の敷設や音声誘導装置があれば「○」、なければ「×」とする。

[bookmark: _Toc521500922]バス停から各観光施設等までの経路の地図等の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　最寄りバス停において、各観光施設等までの経路の地図等があるかを問う項目である。情報提供媒体は、最寄りバス停における案内板等への掲示、パンフレット、デジタルサイネージ等の活用が考えられる。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
最寄りバス停において、各観光施設等までの経路の地図があれば「○」、なければ「×」とする。

[bookmark: _Toc521500923]バス停から各観光施設等までの経路の外国語による案内の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　最寄バス停において、各観光施設等までの経路について外国語での案内の有無のことである。情報提供媒体は、最寄バス停における案内板等への掲載、パンフレット、デジタルサイネージ等の活用が考えられる。
外国語は英語を基本として、中国語、韓国語、その他当該施設を訪れる観光客が多いと思われる国の言語等を選択し、対応することが望ましい。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
最寄バス停から各観光施設等までの経路が外国語により案内されていれば「○」、されていなければ「×」とする。

[bookmark: _Toc521500924]最寄駅、最寄バス停から観光施設等への経路
1. [bookmark: _Toc521500925]車いすでの移動可能性（段差の有無等）
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　最寄駅、バス停から各観光施設等までの車いすで移動可能な経路のことである。
2 評価の考え方
· ハード面の整備
最寄駅、バス停から各観光施設等まで、段差等がなく車いすで円滑に移動可能であれば「○」、段差等があり車いすで円滑に移動できない場合は「×」とする。

· 人的な代替対応
　最寄駅、バス停から各観光施設等までの経路に段差がある場合に、エリア内のガイド等が車いすを押すこと、持ち上げて運ぶなど介助することによって段差を乗り越えることが可能な場合は「◯」とする。

[bookmark: _Toc521500926]主要地点での音声案内の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　最寄駅、バス停から各観光施設等までの移動経路にある主要地点における、現在地住所や、例えば各観光施設等までの行き方などについての音声案内の有無のことである。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
主要地点において、現在地住所や各観光施設等までの行き方について音声案内があれば「○」、なければ「×」とする。



[bookmark: _Toc521500927]主要地点の住所表示、地図等の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　最寄駅、バス停から各観光施設等までの移動経路にある主要地点の住所表示、各観光施設等までの地図等の有無を問う項目のことである。駅やバス停、観光案内所、移動経路途中の案内板等への掲示、デジタルサイネージ等の活用が考えられる。
[image: ]
出所）日本風景街道 案内看板、地図をつくる事例集　平成26年3月

2 評価の考え方
· ハード面の整備
主要地点の住所表示や各観光施設等までの地図等があれば「○」、なければ「×」とする。

[bookmark: _Toc521500928]主要地点名や地図における多言語表記、外国語音声案内の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携


1 評価項目の説明
最寄駅、バス停から各観光施設等までの移動経路にある主要地点名や住所表示、各観光施設等までの地図についての外国語表記、外国語音声案内の有無のことである。
　駅やバス停、観光案内所、移動経路途中の案内板等への掲示、デジタルサイネージ等の活用が考えられる。

[image: ]
出所）日本風景街道 案内看板、地図をつくる事例集　平成26年3月
外国語は英語を基本として、中国語、韓国語、その他当該施設を訪れる観光客が多いと思われる国の言語等を選択し、対応することが望ましい。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
主要地点名や地図における外国語表記、外国語音声案内があれば「○」、なければ「×」とする。

[bookmark: _Toc521500929]現地での情報発信
1. [bookmark: _Toc521500930]車いすで移動可能な経路・交通機関の情報
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　エリア内の最寄駅、最寄バス停から各観光施設等までや各観光施設等間の経路における車いすでの移動可能な経路や車いすで利用できる交通機関に関して、現地で情報発信することである。情報発信場所については、最寄駅、最寄バス停、観光案内所等が考えられる。また、情報発信媒体は、パンフレット、デジタルサイネージ等の活用や移動経路途中の案内板等への掲載が考えられる。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
エリア内の車いすで移動可能な経路・交通機関の情報を現地で発信していれば「○」、していなければ「×」とする。
なお、車いすで移動可能な経路・交通機関がない場合は「×」とする。

[bookmark: _Toc521500931]エリア内の多機能トイレの位置の情報
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　エリア内の多機能トイレの位置について、現地で情報発信することである。情報発信場所については、最寄駅、最寄バス停、観光案内所等が考えられる。また、情報発信媒体としては、パンフレット、デジタルサイネージの活用、移動経路途中の案内板等への掲載が考えられる。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
エリア内の車いすトイレの位置の情報を現地で発信していれば「○」、していなければ「×」とする。
なお、エリア内に多機能トイレが設置されていない場合は「×」とする。

[bookmark: _Toc521500932]聴覚情報（イヤホンガイド、アナウンス、音案内など）の充実・わかりやすさ
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　エリア内の各観光施設の展示物等の内容について、イヤホンガイド、アナウンス、音声案内等を活用して、聴覚情報を発信していることである。イヤホンガイドについては、観光案内所や各観光施設において、機器をレンタルしている場合も含まれる。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
エリア内の観光施設の展示物等の内容について、イヤホンガイド、アナウンス、音声案内等を活用した聴覚情報を発信していれば「○」、していなければ「×」とする。

[bookmark: _Toc521500933]危険個所の注意喚起情報
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携





1 評価項目の説明
　最寄駅、最寄バス停から観光施設等への経路や観光施設等間の経路において、移動の際に注意を必要とする場所（例えば歩道に大きなひび割れや段差がある場合や、工事現場など）について注意喚起する情報発信を行っていることである。情報発信場所は、危険箇所だけではなく、最寄駅、最寄バス停、観光案内所等において移動前に情報提供している場合も含まれる。また、情報発信媒体としては、看板やチラシ等の活用が考えられる。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
移動の際に注意を要する場所の注意喚起情報を発信していれば「○」、情報発信していなければ「×」とする。
なお、エリア内に危険個所がない場合は「○」とする。

[bookmark: _Toc521500934]交通機関、観光施設、飲食施設、宿泊施設等の外国語表記・人的対応情報
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　エリア内の交通機関、観光施設、飲食施設、宿泊施設等が、外国語表記や各施設等における人的対応の状況について情報発信をしており、エリアという観点から総体的に情報発信されているかと問うものである。
外国語は英語を基本として、中国語、韓国語、その他当該施設を訪れる観光客が多いと思われる国の言語等を選択し、対応することが望ましい。



2 評価の考え方
· ハード面の整備
交通機関、観光施設、飲食施設、宿泊施設等がそれぞれ外国語表記や人的対応情報を発信しており、エリアという観点から総体的に情報発信されている場合は「○」、されていなければ「×」とする。

[bookmark: _Toc521500935]バリアフリー情報を提供する組織・施設の有無（バリアフリーツアーセンター等）
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　バリアフリーツアーセンター等、現地のバリアフリー情報を一元的に提供する組織・施設の有無のことである。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
エリア内のバリアフリー情報を一元的に発信している組織・施設があれば「○」、なければ「×」とする。




[bookmark: _Toc521500936]事前の情報発信
1. [bookmark: _Toc521500937]パンフレット、冊子等を活用したバリアフリー情報発信の有無（日本語）
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　現地ではなく各施設におけるバリアフリー情報を事前に入手できるようにパンフレット、冊子等を活用した情報発信の有無について等項目のことである。
[image: ]
※「車いす利用者おでかけマップ」は車いす利用者のみを対象としています。
出所）車いす利用者おでかけマップ（NPO法人あすも特注旅行班・福岡市保健福祉局政策推進課・福岡市経済観光文化局観光産業課）（https://yokanavi.com/assets/uploads/2018/04/guidemap_All.pdf/）


2 評価の考え方
· ハード面の整備
パンフレット、冊子等を活用したバリアフリー情報を発信していれば「○」、していなければ「×」とする。
なお、バリアフリーが整備されていない場合は「×」とする。

[bookmark: _Toc521500938]パンフレット、冊子等を活用したバリアフリー情報発信の有無（多言語）
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　現地ではなく事前に情報を入手できる外国語対応のパンフレット、冊子等を活用したバリアフリー情報発信の有無を問う項目のことである。
外国語は英語を基本として、中国語、韓国語、その他当該施設を訪れる観光客が多いと思われる国の言語等を選択し、対応することが望ましい。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
外国語でパンフレット、冊子等を活用したバリアフリー情報を発信していれば「○」、していなければ「×」とする。
なお、バリアフリーが整備されていない場合は「×」とする。




[bookmark: _Toc521500939]インターネット、SNS等によるバリアフリー情報発信（日本語）
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　施設のバリアフリー化についてインターネットやSNSを活用したバリアフリーの情報発信（日本語）発信の有無を問う項目のことである。施設のパンフレットが、webからダウンロード可能な場合も含まれる。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
インターネット、SNS等によるバリアフリー情報（日本語）を発信していれば「○」、していなければ「×」とする。
なお、バリアフリーが整備されていない場合は「×」とする。

[bookmark: _Toc521500940]インターネット、SNS等によるバリアフリー情報発信（外国語）
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　施設のバリアフリー化についてインターネットやSNSを活用したバリアフリー情報発信（外国語）の有無を問う項目のことである。外国語は英語を基本として、中国語、韓国語、その他当該施設を訪れる観光客が多いと思われる国の言語等を選択し、対応することが望ましい。
施設のパンフレットが、webからダウンロード可能な場合も含まれる。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
インターネット、SNS等によるバリアフリー情報（外国語）を発信していれば「○」、していなければ「×」とする。
なお、バリアフリーが整備されていない場合は「×」とする。

[bookmark: _Toc521500941]施設のバリアフリーについて説明できる人の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
施設のバリアフリーについて説明できる人の有無を問う項目のことである。イヤホンガイド等の機器の使い方、エレベーターやスロープ等の場所や車いす使用者等の移動経路の説明をする。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
施設のバリアフリーについて説明できる人がいれば「○」、いなければ「×」とする。資料やマップ等を用いて説明できる形でよい。
なお、バリアフリーが整備されていない場合は「×」とする。

[bookmark: _Toc521500942]連続した経路
1. [bookmark: _Toc521500943]車いすでの移動可能性・利便性（段差、急坂、砂利道等、障害の存在）
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　最寄駅、最寄バス停から各観光施設等までや各観光施設等間の経路において、段差、急坂、砂利道等がなく、車いすでの移動が可能か、円滑に移動できるかといった連続性を問う項目のことである。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
最寄駅、最寄バス停から各観光施設等までや各観光施設等間の経路において、車いすで連続した移動が可能であれば「○」、段差等があり車いすで連続した移動ができなければ「×」とする。

· 人的な代替対応
　移動経路に段差がある場合に、エリア内のガイド等が車いすを押すこと、持ち上げて運ぶなど介助することによって段差を乗り越えることが可能な場合は「◯」とする。

[bookmark: _Toc521500944]誘導用ブロックの連続性
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携


1 評価項目の説明
　最寄駅、最寄バス停から各観光施設等までや各観光施設等間の経路において、誘導用ブロックが連続して敷設されており、円滑に移動できるかを問う項目のことである。
[image: ]
出所）高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準　（平成28年度）

2 評価の考え方
· ハード面の整備
最寄駅、最寄バス停から各観光施設等までや各観光施設等間の経路において、誘導用ブロックが連続して敷設されていれば「○」、敷設されていなければ「×」とする。
なお、誘導用ブロックが敷設されていない場合は「×」とする。

[bookmark: _Toc521500945]連続した案内情報
1. [bookmark: _Toc521500946]音声案内の連続性
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　最寄駅、最寄バス停から各観光施設等までや各観光施設等間の経路における主要地点で、迷わずに行き先に到達できるよう連続して音声案内設備の設置を問う項目のことである。


2 評価の考え方
· ハード面の整備
最寄駅、最寄バス停から各観光施設等までや各観光施設等間の経路において、主要地点ごとに連続して音声案内設備が設置されていれば「○」、されていなければ「×」とする。

[bookmark: _Toc521500947]案内サインの連続性
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　最寄駅、最寄バス停から各観光施設等までや各観光施設等間の経路における主要地点で、迷わずに行き先に到達できるよう連続した案内サインの設置を問う項目のことである。
[image: ]
出所）日本風景街道 案内看板、地図をつくる事例集　平成26年3月

2 評価の考え方
· ハード面の整備
最寄駅、最寄バス停から各観光施設等までや各観光施設等間の経路において、連続した案内サインを設置していれば「○」、されていなければ「×」とする。

[bookmark: _Toc521500948]外国語案内サインの連続性
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　外国人対応として、最寄駅、最寄バス停から各観光施設等までや各観光施設等間の経路において、迷わずに行き先に到達できるように、連続した外国語案内サインの設置を問う綱目のことである。
[image: ]
出所）日本風景街道 案内看板、地図をつくる事例集　平成26年3月

外国語は英語を基本として、中国語、韓国語、その他当該施設を訪れる観光客が多いと思われる国の言語等を選択し、対応することが望ましい。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
最寄駅、最寄バス停から各観光施設等までや各観光施設等間の経路において、連続した外国語案内サインを設置していれば「○」、されていなければ「×」とする。

[bookmark: _Toc521500949]エリア全体の案内
1. [bookmark: _Toc521500950]エリア全体のバリアフリーマップ
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　エリア全体のバリアフリーマップの有無を問う項目ことである。情報媒体は、駅や観光案内所、移動経路途中の案内板等への掲載、パンフレット、デジタルサイネージ等の活用が考えられる。

[image: http://ibarifuri.com/ibarifuri/wp-content/uploads/2015/05/06_kenrokuen.jpg]
出所）特定非営利活動法人石川バリアフリーツアーセンター 公式サイト（http://ibarifuri.com//）

2 評価の考え方
· ハード面の整備
バリアフリーマップが案内板やパンフレット、デジタルサイネージ等を活用して設置されていれば「○」、設置されていなければ「×」とする。
なお、バリアフリーが整備されていない場合は「×」とする。

[bookmark: _Toc521500951]エリア全体の外国語マップ
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　エリア全体の外国語マップの有無を問うことである。情報媒体は、駅や観光案内所、移動経路途中の案内板等への掲載、パンフレット、デジタルサイネージ等の活用が考えられる。

外国語は英語を基本として、中国語、韓国語、その他当該施設を訪れる観光客が多いと思われる国の言語等を選択し、対応することが望ましい。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
外国語マップが案内板やパンフレット、デジタルサイネージ等を活用して設置されていれば「○」、されていなければ「×」とする。


[bookmark: _Ref516220694][bookmark: _Toc521500952]情報発信
1. [bookmark: _Toc521500953]エリア全体のバリアフリー状況の共同発信
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　エリア内の観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通事業者等の関係機関が連携してエリア全体のバリアフリー状況や施設のバリアフリー情報を共同発信しているかどうかを問う項目のことである。パンフレットやインターネットを活用した情報提供等が考えられる。
[image: ]
※伊勢志摩バリアフリーツアーセンター公式サイト トップページの一部抜粋です。
出所）伊勢志摩バリアフリーツアーセンター公式サイト（https://www.barifuri.com/）
2 評価の考え方
· ハード面の整備
パンフレットやインターネットを活用してエリア全体のバリアフリー状況や施設のバリアフリー情報を共同発信できていれば「○」、できていなければ「×」とする。
なお、バリアフリーが整備されていない場合は「×」とする。

[bookmark: _Toc521500954]エリア全体の外国語による情報の共同発信
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　エリア内の観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通事業者等の関係機関が連携してエリア全体や施設の情報を外国語で共同発信することである。パンフレットやインターネットを活用した情報提供等が考えられる。
外国語は英語を基本として、中国語、韓国語、その他当該施設を訪れる観光客が多いと思われる国の言語等を選択し、対応することが望ましい。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
パンフレットやインターネットを活用してエリア全体や施設情報を外国語で共同発信できていれば「○」、できていなければ「×」とする。




[bookmark: _Toc521500955]施設のバリアフリーについて説明できる人や組織の有無
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　エリア内のバリアフリー状況や施設のバリアフリーについて説明できる人や組織の有無を問う項目のことである。最寄駅や最寄バス停から各観光施設等までの移動経路のバリアフリー状況、各施設のバリアフリー状況を一元的に把握し、説明する。

2 評価の考え方
· ハード面の整備
エリア内のバリアフリー状況や施設のバリアフリーについて説明できる人がいれば「○」、いなければ「×」とする。資料やマップ等を用いて説明できる形でよい。
なお、バリアフリーが整備されていない場合は「×」とする。

[bookmark: _Toc521500956]アピールポイント（自由記述）
	対象者

	車いす対応、視覚障害者対応（全盲）、視覚障害者対応（弱視）、聴覚障害者対応、外国人対応、その他の対応

	対象施設

	観光施設、飲食施設、宿泊施設、観光案内所、交通アクセス、エリア内の案内情報・施設間の連携



1 評価項目の説明
　「１．駐車場」～「２７．情報発信」以外で対応していることや各施設のアピールポイントを自由記述で記載する項目のことである。


2 評価の考え方
自由記述に記載された内容を踏まえて、評価する。
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